
本授業では，以下の検証を行うものである。
○ 「思考スキル」や「見える図」の活用は，思考力・判断力・表現力を育成するのに有効であったか。

１ 小 単 元   学校のまわり （大単元 １ わたしたちのまち みんなのまち） 

２ 小単元の構造について（概念構造図）  ※ ○数字は時数  

 ３ 指導計画

（中心概念）   （基本的事項） （基礎的事項） 
  

学校の周りの様子は，方位ごとに調

べていくと分かりやすい。 ④⑤⑥

・方位 
・南 
・四方位 

・東 
・北 
・方位の記号 

・西 
・方位磁針 
   

    
  学校の周りには，川や山があり，場

所によって土地の使われ方や交通の

様子が異なっている。    ②③

・田上川 
・バス停 
・踏切 

・公園 
・鉄道 
・店 

・公共施設 
・高速道路 
   

    
  土地や建物の様子は，地図記号を使

って絵地図や白地図に表わすと分か

りやすい。        ⑦⑧⑨

・地図記号 
・方位 

・絵地図 
 

・白地図 
   

過程 主な学習活動【評価規準】 時間

 

１ 日常生活や通学の経験をもとに学校のまわりの様子についてわからないことや疑問
に思うことを話し合い，学習問題をつくりあげる。 

 
 
２ 学習問題について予想し，学習計画（追究の柱）を立てる。 
 ・ 自然について      ・ 土地利用の様子について   

・ 公共施設について    ・ 交通の様子について 
 【関・意・態】 意欲的に学習問題やそれに対する予想を立て，予想から追究の柱を考

えようとしている。 
 
 
 

１
 
 
 

１ 
 

 

３ 追究の柱について，個人やグループで調べ，全体で話し合う。 
(1) 調べたい方位（東西南北）ごとにグループをつくり，方位ごとに４つの追究の柱

について調べていく。（個人→グループ） 
  ① 屋上からそれぞれの方位を見て，学校の周りの様子について調べる。 
  ② 方位別に校区探検を行い，学校の周りの様子について調べる。 
(2) 調べたことを，絵地図にまとめる。 
(3)  地図記号について知り，調べたことを地図記号を用いて，平面地図に表す。 
(4) 各自で調べた方位ごとの土地利用の様子について比較・分類し，共通点や相違点

を話し合う。 
 【思・判・表】 学校の周りの様子を方位ごとに比較しながら，地形や土地利用の様

子等を関連付けて考え，考えたことを表現している。 
 【  技  】 学校の周りの様子について情報を集め，調べたことを地図記号等を

用いて絵地図や白地図にまとめている。 
 
 

 

 
 

１ 
３ 
２ 
１ 
１ 
 
 

４ 調べたことをもとに，学習問題についてまとめる。
 
 
 

【 知・理 】 学校の周りの様子は，場所によって違いがあること，それぞれ 
  の場所の特徴やよさについて理解している。 

５ これまでの学習を生かし，鹿児島市の様子について予想する。 
 
 
 

１ 
(本時)

 
 
 

１ 

田上小学校のまわりの様子は，どんな特ちょうがあるのだろうか。 

 田上小学校のまわりの様子は，方位ごとにちがいがあり，土地がひくい所に大きな
道やたて物が集まっている。 

 校区内の写真を見せたり，自分の通学路を略絵地図で表したりすることで田上小学
校の周りの様子を想起させ，学習問題や追究の柱を立てられるようにする。 

 同じ方位のグループで土地利用の特徴についてまとめた上で，他の方位の特徴と比
較・分類させることで中心概念に迫ることができるようにする。

 方位ごとの土地利用について，土地の高さにも着目させ，自然，建物，交通の様子
等を関連付けながら，身近な地域の特徴について考えることができるようにする。 

（総時数１２時間）
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